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は
じ
め
に

一
九
一
四
年
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
原
因
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
少
な
く

と
も
そ
れ
が
帝
国
主
義
諸
国
間
の
植
民
地
争
奪
あ
る
い
は
植
民
地
再
分
割
を
め
ぐ
る
対
立
の
な
か
で
生
じ
た
と
い
う
点
は
明
ら
か
で
あ
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る
。
戦
争
勃
発
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
覇
権
国
家
論
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
戦

争
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
覇
権
に
対
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
の
挑
戦
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
一
八
九
八
年
の
艦
隊
法
の
制
定
以
後
に
英
独
間
で
展
開
さ
れ
た
建
艦
競
争
（Flottenkonkurrenz

）
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

前
に
お
け
る
両
国
の
大
き
な
対
立
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
も
う
一
つ
の
対
立
点
は
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建

設
と
石
油
資
源
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
も
ド
イ
ツ
も
自
国
内
に
石
油
資
源
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
北

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
油
田
は
両
大
国
の
利
害
関
心
の
的
と
な
っ
て
い
た（（
（

。

一
九
世
紀
後
半
以
降
、
内
燃
機
関
の
大
量
生
産
と
普
及
が
進
み
、
同
時
に
一
八
六
五
年
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
設
立
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
石
油
産
業
が
登
場
し
て
く
る
と
、
そ
の
影
響
は
軍
事
的
な
側
面
に
も
及
び
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
は
、
当
時
の
帝
国
主
義
諸
国
間

で
石
油
資
源
を
め
ぐ
る
攻
防
が
展
開
さ
れ
た
。
ペ
ル
シ
ア
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
、
何
千
年
も
前
か
ら
一
定
の
地
域
で
油
田
が
存
在
す
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
む
ろ
ん
開
発
す
る
技
術
も
産
業
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
の
豊
富
な
石
油
資
源
の
可
能
性
に
関
心
を
示
し
始
め
た
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
で
あ
っ

た
（
（
（

。
一
八
七
一
年
に
ド
イ
ツ
の
地
質
学
の
専
門
家
か
ら
成
る
遠
征
隊
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
の
石
油
の
存
在
を
報
告
し
、
一
八
九
〇
年
代

に
は
自
国
政
府
お
よ
び
学
術
団
体
に
報
告
し
て
い
た
。
他
方
、
当
時
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
も
豊
富
な
石
油
埋
蔵
の
事
実
を
把
握
し
、
ア

ブ
ド
ラ
・
ハ
ミ
ド
は
、
国
王
手
元
金
管
理
官
の
Ａ
・
パ
ス
ラ
の
指
示
で
、
一
八
八
九
年
と
一
八
九
八
年
に
勅
令
を
発
し
、
そ
の
な
か
で
モ

ス
ル
州
と
バ
グ
ダ
ッ
ド
州
の
石
油
所
有
の
収
入
を
ス
ル
タ
ン
の
王
室
費
局
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
に
関
す
る
最
初
の
利
権
は
、
一
八
八
八
年
に
ド
イ
ツ
銀
行
に
よ
っ
て
財
政
的
に
支
援
さ
れ
管
理
さ
れ
た
会
社
で

あ
っ
た
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
会
社
が
獲
得
し
た
。
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
会
社
は
同
時
に
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
政
府
か
ら
正
規
の
採
掘
権
に
関
す
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る
優
先
的
な
扱
い
の
約
束
を
取
り
付
け
、
そ
れ
を
一
九
〇
四
年
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
契
約
の
規
定
の
な
か
に
盛
り
込
ん
だ（（
（

。

他
方
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
石
油
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
関
心
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ダ
ー
シ
ー
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
か
れ
は
南
部
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

と
ペ
ル
シ
ア
の
国
境
地
帯
で
石
油
探
査
を
行
い
、
一
九
〇
一
年
に
ペ
ル
シ
ア
の
王
か
ら
二
〇
万
フ
ラ
ン
で
石
油
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
獲

得
し
た
後
、
一
九
〇
九
年
に
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
を
設
立
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
海
軍
大
臣
の
職
に
就
く
と
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
艦
船
を
石
炭
か
ら
石
油
に
変
更
す
る
決
定
を
行
い
、
そ
の
後
、
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
会
社
と
の
間
で
協
定
を
締

結
し
、
石
油
の
安
定
的
な
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
前
に
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
は
海
軍
に
お
け
る
軍
拡
競
争
を
展
開
し
て
い
た
が
、
そ
の
背
後
で
は
石
油
資
源
を
め
ぐ
っ

て
、
攻
防
と
協
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
大
戦
勃
発
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
と
の
間
の
協
議
は
最
終
的
に
失
敗
に
終
わ
っ
た

も
の
の
、「
石
油
と
戦
争
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
も
、
連
合
国
と
同
盟
国
間
で
の
大
き
な
対
立
点
で
あ
り（（
（

、

今
日
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
を
め
ぐ
る
問
題
に
顕
在
化
し
て
い
る（（
（

。
本
稿
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
バ
グ
ダ
ッ

ド
鉄
道
建
設
計
画
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
資
源
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
攻
防
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Ⅰ　

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
の
石
油
戦
略
─
─
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
と
石
油
資
源
─
─

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
の
石
油
政
策
に
関
し
て
は
、
Ａ
・
モ
ー
ア
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に（（
（

、
こ
の
問
題
に
関
す
る
文
献
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、当
時
の
ド
イ
ツ
政
府
の
石
油
政
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
え
で
の
文
献
的
な
制
約
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
計
画
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
政
府
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
対
応
に
つ
い
て
の
資
料
や
研
究
が
あ
る
こ
と
か



四
七
六

ら
（
（
（

、
そ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
検
討
し
て
み
た
い
。

ド
イ
ツ
は
一
八
九
〇
年
代
初
頭
、
工
業
製
品
の
輸
出
の
た
め
に
東
方
の
広
大
な
新

し
い
市
場
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
道
と
し
て
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
と
の
強
い
経

済
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
を
決
定
し
て
い
た（（
（

。
ド
イ
ツ
銀
行
を
中
心
と
し
た
ア
ナ
ト

リ
ア
鉄
道
建
設
は
、
そ
の
政
策
的
な
実
現
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
バ

グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
は
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、
そ
の
膨
大
な
計
画
の
た
め
に
資
金
調
達

が
困
難
だ
と
は
い
え
将
来
性
の
あ
る
経
済
的
な
戦
略
で
も
あ
っ
た
。
加
え
て
、
自
国

に
石
油
資
源
の
な
い
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は
、
豊
富
な
石
油
資
源
埋
蔵
の
可
能
性
の
高

い
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
へ
の
進
出
は
、
国
際
的
な
鉄
道
路
線
の
建
設
と
い
う
大
規
模
事
業

に
よ
る
国
内
経
済
の
活
性
化
と
市
場
獲
得
と
い
う
経
済
的
な
利
害
だ
け
で
な
く
、
石

油
資
源
の
確
保
と
い
う
国
家
戦
略
上
の
利
害
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
え
る
。

バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
戦
略
的
な
意
義
に
関
し
て
の
ド
イ
ツ
の
見
解
は
、
一
九
〇
二

年
に
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
そ
れ
に
関
す
る
政
治
的
・
経
済
的
な
考

察
を
執
筆
し
た
パ
ウ
ル
・
ロ
ー
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
簡
潔
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー

バ
ッ
ハ
は
、
政
治
的
・
経
済
的
な
考
察
の
な
か
で
、
キ
ル
ク
ー
ク
地
域
の
油
田
に
も

言
及
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
が
油
田
地
域
近
く
を
通
る
と
い
う
事
態
の
重
要
性

表1　ドイツ帝国のオスマントルコ帝国との貿易額（百万マルク）

輸入 輸出

1891
1892
1893 
1894 
1895
1896
1897
1898
1899 

13.9
28.0
16.6
18.3 
22.1
25.9
30.5
29.5
28.9

37.0
39.7
41.0
34.4
39.0
28.0
30.9
37.1
32.6

               出所：Mejcher（1975）, S. 478.
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を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
懸
念
さ
れ
る
べ
き
唯
一
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
が
効
果
的
な
主
導
権
を
と
る
前
に
、
外
国
の
資
金
や
投
機
家
が
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ナ
フ
サ
の
開
発
に
お
い
て
優
先
権
を
得
る
こ
と
に
成
功
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。（（
（

」

一
八
八
八
年
に
、ド
イ
ツ
銀
行
が
設
立
し
た
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
に
関
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
た
後
、

一
九
〇
三
年
三
月
五
日
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ス
ル
タ
ン
は
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
の
総
裁
ク
ル
ト
・
ツ
ァ
ン
ダ
ー
と
の
間
で
、
バ
グ
ダ
ッ
ド

鉄
道
契
約
を
締
結
し（（（
（

、
さ
ら
に
翌
年
の
一
九
〇
四
年
七
月
一
七
日
に
石
油
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
た（（（
（

。
こ
の
石
油
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
契
約
は
一
般
に
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
総
裁
の
名
前
を
と
っ
て
「
ツ
ァ
ン
ダ
ー
契
約
」
と
よ
ば
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
契

約
の
第
一
条
は
、
モ
ス
ル
お
よ
び
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
各
州
の
石
油
に
関
す
る
予
備
的
調
査
を
引
き
受
け
る
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
を
ア
ナ
ト
リ

ア
鉄
道
会
社
に
与
え
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
調
査
結
果
と
費
用
に
つ
い
て
は
同
年
末
ま
で
に
王
室
費
管
理
局
に
報
告
し
、
オ
ス
マ
ン
ト

ル
コ
帝
国
政
府
は
、
か
り
に
会
社
か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
優
先
契
約
を
締
結
し
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
の
四
〇
年
間
の
石
油
資
源
の
採

掘
を
保
証
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

し
か
し
、
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
会
社
の
調
査
は
順
調
に
進
展
せ
ず
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
側
は
会
社
に
対
し
て
調
査
結
果
の
回
答
を
求
め
た
。

一
九
〇
六
年
七
月
二
六
日
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
王
室
費
管
理
局
大
臣
は
、
一
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
に
回
答
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
、

「
絶
対
的
な
返
答
」
を
求
め
る
書
簡
を
送
り
、
そ
の
な
か
で
、
契
約
書
の
第
六
条
に
言
及
し
、
会
社
が
調
査
に
従
事
し
な
い
場
合
に
は
調

査
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
他
に
譲
渡
す
る
旨
を
伝
え
た（（（
（

。
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
会
社
側
は
同
年
八
月
二
二
日
に
返
信
し
、
そ
の
な
か
で
掘
削

作
業
を
継
続
し
て
い
た
が
調
査
隊
の
調
査
結
果
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
く
、
掘
削
調
査
を
継
続
す
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。

オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
は
、
一
九
〇
七
年
一
月
二
六
日
に
会
社
に
書
簡
を
送
り
、
王
室
費
管
理
局
の
大
臣
は
、
正
式
に
会
社
に
対
し

て
、
掘
削
に
よ
る
調
査
は
一
九
〇
四
年
の
契
約
の
も
と
で
会
社
が
引
き
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
作
業
の
完
成
の
た
め
の
一
年
の
期
限
が
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遵
守
さ
れ
な
い
た
め
に
、
王
室
費
管
理
局
は

一
九
〇
四
年
の
協
定
が
破
棄
さ
れ
た
も
の
と

宣
言
す
る
、
と
書
い
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
政

府
と
し
て
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
会
社
側
の

調
査
が
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
一
方
的
に
契

約
を
打
ち
切
り
、
他
の
国
へ
打
診
し
始
め
た
。

実
際
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
ド
イ
ツ
の
会
社
の

競
争
相
手
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
密
か
に
打

診
し
て
い
た
。
王
室
費
管
理
局
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
ダ
ー
シ
ー
の
グ
ル
ー
プ
の
会
社
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
ギ
ル
チ
リ
ス
ト
と
ウ
ォ
ー

カ
ー
と
交
渉
を
始
め
、
一
九
〇
七
年
二
月
、

か
れ
ら
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
た

め
に
必
要
な
資
金
を
提
供
す
る
よ
う
ダ
ー

シ
ー
と
ビ
ル
マ
石
油
に
働
き
か
け
た
が
、
す

で
に
ペ
ル
シ
ア
に
三
五
万
ポ
ン
ド
を
投
資
し

て
い
た
た
め
に
、
そ
の
安
全
性
を
懸
念
し
て

表2　石油の世界生産の割合

国名 1913 年 1933 年 1938 年

アメリカ合衆国
ロシア
ヴェネズエラ
ルーマニア
他の諸国

63.4%
17.0%

─
─
─

62.1％
11.6％
8.7％
3.8％

13.8％

60.7％
11.0％

─
─
─

        出所：Anton Zischka, Ölkrieg, Leipzig, 1939, S. 289.

表3　石油の世界生産（単位／1,000トン）

国　名 1913 年 1938 年

アメリカ合衆国
ロシア  
ヴェネズエラ
イラン
オランダ領東インド
ルーマニア
メキシコ
イラク
他の諸国

34,030
9,193

─
248

1,526
1,848
3,838

─
2,978

164,740
29,300
27,740
10,000
7,300
6,600
4,800
4,250

16,632

世界生産 53,668 271,362

          　　　出所：Anton Zischka, Ölkrieg, Leipzig, 1939, S. 288.
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い
た
。
一
九
〇
七
年
に
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
他
の
グ
ル
ー
プ
も
関
心
を
示
し
、
ア

メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
シ
ェ
ル
石
油
と
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
石
油
は
提
携
し
て
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・

シ
ェ
ル
石
油
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
八
年
七
月
に
青
年
ト
ル
コ
革
命
が
発
生
し
、
一
八
七
六
年
憲
法
が
復
活
す

る
と
、
ス
ル
タ
ン
と
の
す
べ
て
の
交
渉
は
中
断
し
、
翌
年
、
石
油
の
管
理
は
王
室
費
管
理
局
か
ら
財
務
省
へ
移
さ
れ
た（（（
（

。

と
こ
ろ
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
は
当
時
の
日
本
と
同
様
に
自
国
内
に
石
油
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
外
国
か
ら
の

輸
入
に
依
存
し
て
い
た
。
当
時
、
世
界
の
石
油
生
産
に
お
い
て（（（
（

、
ア
メ
リ
カ
が
第
一
の
産
油
国
で
、
一
九
一
三
年
に
は
、
世
界
の
シ
ェ

ア
ー
の
六
三
・
四
％
を
占
め
て
い
た（（（
（

。
ド
イ
ツ
は
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
大
き
な
顧
客
で
、
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
石
油
会
社

と
い
っ
た
よ
う
に
名
目
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ド
イ
ツ
の
石
油
会
社
に
よ
っ
て
、
一
九
一
二
年
当
時
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
か
ら
国
内

消
費
の
九
一
％
を
輸
入
し
て
お
り
、
残
り
の
九
％
は
ド
イ
ツ
銀
行
が
設
立
し
た
ド
イ
ツ
石
油
販
売
会
社
が
取
り
扱
っ
て
い
た（（（
（

。
後
に
触
れ

る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
銀
行
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
石
油
事
業
の
展
開
に
お
い
て
も
深

く
か
か
わ
っ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
石
油
販
売
会
社
は
ま
た
、
ガ
リ
ツ
ィ
ア
か
ら
の
石
油
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
石
油
生
産
会
社Steua Rom

ana

と
ロ
シ
ア
の
油
田
か

ら
の
石
油
を
販
売
し
て
い
た
が
、
そ
の
役
割
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
と
比
較
し
て
重
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
石
油
会
社
が
軍

事
的
な
目
的
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
他
方
で
石
油
と
い
う
重
要
な
商
品
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
好
ま
し
く

な
い
と
い
う
点
は
再
三
指
摘
さ
れ
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
あ
る
時
期
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
石
油
へ
の
依
存
か
ら
脱
し
よ
う
と
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
か
ら
独
立
し
て
い
た
他
の
ア
メ
リ
カ
の
石
油
会
社
か
ら
購
入
す
る
こ

と
で
、
そ
の
独
占
を
あ
る
程
度
制
限
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
石
油
会
社
は
輸
送
手
段
す
な
わ
ち
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
タ
ン
カ
ー
を
所
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有
し
て
お
ら
ず
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
会
社
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
輸
送
し
た
石
油
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
よ
り
も
は

る
か
に
高
か
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
政
府
は
ま
も
な
く
一
時
的
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
支
出
を
節
約
す
る
こ

と
を
選
ん
だ（（（
（

。

し
か
し
、
一
九
一
三
年
頃
に
は
、
ド
イ
ツ
政
府
は
ア
メ
リ
カ
企
業
へ
の
依
存
が
何
年
も
続
か
な
い
と
判
断
し
、
ア
メ
リ
カ
の
石
油
の
独

占
を
打
ち
破
る
手
段
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た（（（
（

。
そ
の
手
段
と
は
、
チ
グ
リ
ス
川
東
岸
の
モ
ス
ル
か
ら
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
南
方
面

に
位
置
す
る
北
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
の
油
田
の
発
見
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
は
、
ア
ク
セ
ス
が
困
難
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
た
。
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
線
路
か
ら
二
二

キ
ロ
圏
内
の
鉱
床
の
利
用
を
許
可
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
ま
で
に
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
は
、
モ
ス
ル
の
西
方
ま
で
し
か
完
成
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
ド
イ
ツ
銀
行
を
中
心
と
す
る
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
会
社
は
、
二
〇
キ
ロ
圏
内
に
重
要
な
油
田
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
そ
の
計

画
を
進
め
て
い
っ
た
。

ド
イ
ツ
政
府
は
、
一
九
一
三
年
と
一
九
一
四
年
に
こ
れ
ら
の
地
域
で
の
開
発
を
期
待
し
、
将
来
的
に
こ
の
地
域
か
ら
豊
富
な
石
油
を
確

保
で
き
る
と
想
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
は
国
内
で
の
ア
メ
リ
カ
の
石
油
の
独
占
を
打
ち
破
る
だ
け
で
な
く
、
石
油
を
自
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
た
。

Ⅱ　

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
石
油
戦
略

一
九
一
一
年
九
月
に
チ
ャ
ー
チ
ル
が
海
軍
大
臣
に
就
任
す
る
と
、
海
軍
省
は
ド
イ
ツ
と
の
軍
拡
競
争
に
お
い
て
優
位
に
立
つ
政
策
を
進
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め
た
。
す
で
に
一
九
一
一
年
七
月
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
商
務
大
臣
で
あ
っ
た
と
き
に
第
二
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件
が
発
生
し
、
モ
ロ
ッ
コ
の
港
ア

ガ
デ
ィ
ー
ル
に
ド
イ
ツ
の
砲
艦
「
パ
ン
テ
ル
」
が
入
港
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
対
立
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
以
来
、
か
れ

は
ド
イ
ツ
艦
船
の
増
強
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
脅
威
に
な
る
と
考
え
始
め
た（（（
（

。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
「
石
油
マ
ニ
ア
」
と
い
わ
れ
て
い
た

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
退
役
提
督
の
影
響
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
石
炭
を
燃
料
と
す
る
艦
船
を
、
石
油
を
燃
料
と
す
る
艦
船
に
代
え
る
べ
く
動

き
出
し
た
。
す
で
に
退
役
し
て
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
卿
は
、
一
九
一
二
年
に
「
石
油
と
石
油
エ
ン
ジ
ン
」
と
い
う
記
録
を
残
し
て
お
り（（（
（

、

そ
の
な
か
で
石
油
燃
料
の
利
点
を
挙
げ
て
い
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
こ
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
卿
の
示
唆
を
強
く
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
ち
ょ
う
ど
一
九
〇
九
─
一
一
年
の
時
期
に
、
ド
イ
ツ
が
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
型
戦
艦
（
弩
級
戦
艦
）
と
超
弩
級
戦
艦
を
建
造
し
始

め
、
イ
ギ
リ
ス
は
海
上
で
の
ド
イ
ツ
の
海
軍
力
の
危
険
性
を
感
じ
始
め
て
い
た
。
戦
艦
「
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
タ
ン
」
の
よ
う
な
大
き
な
ド

イ
ツ
の
戦
艦
は
、
八
万
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
を
も
ち
、
二
八
ノ
ッ
ト
の
ス
ピ
ー
ド
で
航
行
す
る（（（
（

。
イ
ギ
リ
ス
も
そ
れ
と
同
等
の
力
と
ス
ピ
ー

ド
を
も
っ
た
「
ラ
イ
オ
ン
」
や
「
ク
ィ
ー
ン
・
メ
ア
リ
ー
」
の
よ
う
な
艦
船
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
島
国
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
艦
船

が
強
さ
と
ス
ピ
ー
ド
で
同
等
だ
け
で
な
く
、
そ
の
潜
在
的
な
敵
に
対
し
て
よ
り
強
く
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
優
越
性

を
維
持
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
。
し
か
し
、
石
炭
を
燃
料
と
す
る
艦
船
の
場
合
、
限
界
が
存
在
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
を
増
す
に
は
エ
ン

ジ
ン
を
不
均
衡
な
ほ
ど
に
大
き
く
し
、
大
砲
の
数
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
困
難
は
あ
る
方
法
で
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
石
炭
に
代
え
て
石
油
を
燃
料
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
著

作
『
世
界
危
機
』（W

orld Crisis

（
（（
（

）
に
は
、
石
炭
と
比
較
し
て
石
油
燃
料
の
利
点
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
れ
ば
、
液

体
燃
料
が
も
っ
て
い
る
多
く
の
利
点
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
ス
ピ
ー
ド
に
関
す
る
も
の
で
、
石
炭
と
同
じ
規
模

の
石
油
を
燃
料
と
す
る
艦
船
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
三
ノ
ッ
ト
も
速
く
走
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
は
は
る
か
に
短
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時
間
に
達
成
さ
れ
う
る
。
さ
ら
に
、
石
炭
と
同
じ
重
さ
の
燃
料
を
積
ん
だ
石
油
を
燃
料
と
す
る
艦
船
は
行
動
範
囲
が
四
〇
％
も
大
き
い
う

え
、
海
で
も
容
易
に
燃
料
を
補
給
で
き
る
。

一
九
一
二
年
七
月
、
海
軍
大
臣
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
石
油
燃
料
の
利
用
と
内
燃
エ
ン
ジ
ン
に
関
す
る
問
題
の
研
究
の
た
め
に
王
立
委
員
会

を
設
置
し
た
。
王
立
委
員
会
は
同
年
九
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
一
一
月
二
七
日
に
国
王
に
最
初
の
報
告
書
を
提
出
し
、
第
二
の
報
告
書

は
そ
の
三
カ
月
後
に
提
出
さ
れ
た
。
最
初
の
報
告
書
の
な
か
で
、
王
立
委
員
会
は
三
つ
の
重
要
な
提
案
を
示
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
第
一
に
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
た
め
に
石
油
を
利
用
す
る
死
活
的
な
重
要
性
、
第
二
に
、
内
燃
エ
ン
ジ
ン
の
採
用
に
よ
る
こ
の
石
油
の
理
想
的
な
利
用
、

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
大
量
の
石
油
貯
蔵
の
必
要
性
で
あ
る（（（
（

。

こ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
後
、
石
油
燃
料
の
採
用
に
関
す
る
重
要
な
原
則
的
な
問
題
が
決
定
さ
れ
た
。
王
立
委
員
会
の
報
告
に
合
わ
せ

た
よ
う
に
、
ク
ィ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
が
同
年
秋
に
建
造
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
石
油
を
燃
料
と
し
て
使
用
し
た
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
の
戦

艦
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
に
不
満
を
も
つ
委
員
会
の
反
石
油
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
反
対
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
か
れ
の
支
持
者
に
よ
っ
て
圧

倒
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
石
油
で
走
る
船
舶
の
ス
ピ
ー
ド
は
同
様
の
条
件
に
お
い
て
石
炭
で
走
る
船
舶
よ
り
も
は
る
か
に
優
れ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
提
督
は
、「
戦
争
で
は
ス
ピ
ー
ド
が
す
べ
て
で
あ
る
」
と
語
っ
た（（（
（

。
こ
の
画
期
的
な
決
定
は

そ
の
後
議
会
で
ま
も
な
く
承
認
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
た
め
に
石
油
燃
料
を
採
用
す
る
と
い
う
決
定
が
明
確
に
な
さ
れ
た
と
は
い
え
、
次
の
問
題
は
イ
ギ
リ
ス
が

ど
こ
か
ら
必
要
な
石
油
を
獲
得
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
年
で
さ
え
、
イ
ギ
リ
ス
は
帝
国
内
で
世
界
の
石
油
生
産
の

二
％
し
か
産
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
大
部
分
の
一
・
二
％
は
、
一
つ
の
石
油
会
社
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
た
ビ
ル
マ

石
油
会
社
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
油
田
は
ビ
ル
マ
と
ア
ッ
サ
ム
地
方
に
あ
っ
た
。
ビ
ル
マ
石
油
会
社
は
ラ
ン
グ
ー
ン
の
精
油
所
と
六
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つ
の
タ
ン
カ
ー
を
所
有
し
て
い
た
が
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
や
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
と
比
較
し
て
そ
の
生
産
性
は
さ
さ
や
か
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
石
油
燃
料
の
巨
大
な
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
大
き
な
供
給
源
泉
が
帝
国
内
で
発
見
さ
れ
な
け
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
政
治
的
リ
ス
ク
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
国
か
ら
石
油
の
大
部
分
を
獲

得
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た（（（
（

。

一
九
一
三
年
七
月
一
七
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
議
会
に
海
軍
の
新
石
油
政
策
を
提
出
し
て
お
り
、
そ
れ
は
海
軍
が
艦
船
の
た
め
の
石
油
を

適
切
で
合
理
的
な
価
格
で
確
保
す
る
た
め
に
石
油
事
業
を
始
め
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
省
が
注
目
し
て
い

た
の
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
で
あ
っ
た
。
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
は
、
Ｗ
・
ダ
ー
シ
ー
と
イ
ギ
リ
ス
の
融
資
家
が
設
立
し

たFirst Exploitation Com
pany

を
一
九
〇
九
年
に
引
き
継
い
だ
新
会
社
で
、
同
時
に
ペ
ル
シ
ア
に
お
け
る
六
〇
年
の
石
油
利
権
も
引

き
継
い
で
い
た
。
し
か
し
、
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
は
そ
の
競
争
相
手
で
あ
っ
た
シ
ェ
ル
か
ら
の
圧
力
に
直
面
し
、
ま
た
株
式
が
ド

イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
他
国
に
買
い
占
め
ら
れ
、
そ
の
イ
ギ
リ
ス
的
な
性
格
を
失
う
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
重
大
な
危
機
を
回
避
で

き
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
に
資
金
援
助
す
る
場
合
で
あ
り
、
同
時
に
会
社
の
将
来
的
な
活
動
に
影
響
を

及
ぼ
す
場
合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
的
な
時
代
に
お
い
て
、
石
油
会
社
に
対
し
て
政
府
が
介
入
す
る
こ
と

に
は
反
対
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る
形
態
で
あ
れ
国
有
化
そ
の
も
の
へ
の
反
対
と
、
私
的
資
本
の
活
動
分
野
へ
の
政
府
の
介
入
へ

の
反
対
で
あ
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
省
庁
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
政
府
の
私
的
企
業
へ
の
財
政
的
な
参
加
は
健
全
な
市
場
原
理
を
妨
害

す
る
も
の
で
あ
る
と
強
く
主
張
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
卿
と
海
軍
省
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
石
油
の

巨
大
な
貯
蔵
施
設
の
建
設
と
維
持
に
は
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
以
上
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
政
府
に
よ
る
財
政
支
援
が
会
社
の
財
政
的
な
管

理
に
対
し
て
い
か
な
る
影
響
も
与
え
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
を
強
調
し
た（（（
（

。
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さ
ら
に
、
政
府
の
財
政
的
な
援
助
と
い
う
対
応
を
と
る
た
め
に
は
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
の
実
態
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

う
し
て
海
軍
の
専
門
家
委
員
は
、
一
九
一
三
年
一
〇
月
か
ら
一
九
一
四
年
一
月
ま
で
ペ
ル
シ
ア
に
三
カ
月
滞
在
し
、
油
田
の
地
質
学
お
よ

び
会
社
の
設
備
や
活
動
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
社
の
六
〇
年
と
い
う
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
価
値
あ
る
も
の
で
あ
り
、
開
発
が
進
め

ば
海
軍
に
必
要
な
石
油
が
供
給
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
た（（（
（

。

内
閣
は
最
終
的
に
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
会
社
へ
の
政
府
の
参
加
の
必
要
性
を
説
得
さ
れ
た
。
海
軍
、
財
務
省
、
会
社
は
交
渉
を

進
め
た
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
会
社
の
五
一
％
に
当
た
る
二
二
〇
万
ポ
ン
ド
の
資
本
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
協
定（（（
（

は
実
際
に

は
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
部
分
は
、
海
軍
と
会
社
と
の
間
の
供
給
契
約
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
海
軍
と
の
取
り
決
め
は

そ
の
契
約
の
秘
密
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
石
油
の
実
際
的
な
価
格
を
隠
蔽
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
の
部
分
は
、
会
社
へ
の
政
府

の
参
加
の
た
め
の
会
社
と
政
府
と
の
協
定
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
協
定
は
五
月
二
〇
日
に
調
印
さ
れ（（（
（

、
一
九
一
四
年
六
月
一
七
日
に
白
書
と
し
て

議
会
に
提
出
さ
れ
、
七
月
一
三
日
に
二
五
四
対
一
八
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た（（（
（

。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
海
軍
で
ス
ピ
ー
チ

を
行
っ
て
い
た
が
、
六
月
に
も
再
び
議
会
で
、
石
油
の
利
点
と
合
理
的
な
価
格
で
石
油
を
獲
得
す
る
困
難
さ
に
つ
い
て
演
説
し
、
さ
ら
に

シ
ェ
ル
石
油
の
価
格
と
そ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
取
締
役
の
政
策
を
批
判
し
た
。
議
会
で
の
激
し
い
議
論
の
後
、
法
案
は
通
過
し
、
八
月
一
〇
日

に
国
王
の
同
意
を
得
た（（（
（

。

Ⅲ　
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
英
独
接
近
─
─
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
と
石
油
会
社
の
合
同
─
─

第
一
次
世
界
大
戦
前
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
は
軍
拡
競
争
で
対
立
状
況
に
あ
っ
た
反
面
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
問
題
に
関
し
て
は
相
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互
に
対
立
し
あ
る
い
は
接
近
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
た
と
え
ば
Ｆ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
『
世
界
強
国
へ
の
道
』
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
植
民
地
（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
と
ア
ン
ゴ
ラ
）
の
分
割
に
関
す
る
交
渉
と
並
ん
で
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
油
田
の
開
発
に
関

し
て
、
オ
リ
エ
ン
ト
で
妥
協
に
達
し
よ
う
と
い
う
努
力
が
英
独
接
近
の
主
要
な
内
容
と
な
っ
て
い
た
。」（

（（
（

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
計
画
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
の
計
画

が
打
ち
出
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
頃
か
ら
一
九
〇
三
年
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
融
資
家
が
短
期
的
に
鉄
道
計
画
に
参
加
す
る

意
志
を
表
明
し
て
い
た
も
の
の
、
一
九
〇
三
年
以
降
に
な
る
と
イ
ギ
リ
ス
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
使
っ
て
鉄
道
計
画
を
妨
害
す
る
動
き
を
展

開
し
た
。
し
か
し
一
九
〇
九
年
以
降
、
ド
イ
ツ
は
引
き
続
き
イ
ギ
リ
ス
へ
接
近
す
る
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
直
前

ま
で
ド
イ
ツ
と
の
交
渉
と
和
解
の
政
策
を
展
開
し
た（（（
（

。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
い
う
「
英
独
接
近
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
一
九
〇
九
年
以

降
の
英
独
関
係
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
は
一
八
九
〇
年
以
降
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
と
の
経
済
的
な
関
係
を
強
化
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
、

そ
の
中
核
を
な
す
も
の
と
し
て
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
を
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
対
立
関
係
は
、
バ
グ

ダ
ッ
ド
の
鉄
道
計
画
の
完
成
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
計
画
が
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
単
独
で
推
進
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ド
イ
ツ
が
こ
の
計
画
に
お
い
て
繰
り
返
し
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
調
を
求
め
た

か
ら
で
あ
る（（（
（

。
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
は
、
今
日
の
ベ
ル
シ
ア
湾
の
ク
ェ
ー
ト
に
至
る
路
線
で
、
そ
れ
が
最
終
的
に
完
成
す
る
と
二
一
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
（
表
4
参
照
）、
ト
ル
コ
と
の
協
定
が
締
結
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
代
以
来
、
ド
イ
ツ
政
府
と
ド
イ
ツ

銀
行
は
こ
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
を
期
待
し
て
そ
の
資
金
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
銀
行
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で
さ
え
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
最
終
的
な
区
間
の
完
成
に
単
独
で
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ

ギ
リ
ス
は
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
鉄
道
計
画
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
使
っ
て
そ
の
進
展
を
遅
ら
せ
妨
害
し
よ
う
と
し
た
一
方
で
、
ド

イ
ツ
側
に
対
し
て
最
終
的
な
協
定
へ
の
希
望
を
抱
か
せ
続
け
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
一
九
一
四
年
八
月
の
戦
争
勃
発
直
前
ま
で
続
い
た
の
で

あ
る（（（
（

。
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
立
場
の
変
化
に
関
し
て
、
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
間
で
「
ツ
ァ
ン

ダ
ー
契
約
」
が
締
結
さ
れ
た
一
九
〇
三
年
に
転
換
し
た
と
い
う
見
解
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
Ｍ
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄

道
建
設
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
一
般
大
衆
の
見
方
の
転
換
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ド
イ
ツ
と
の
共
同
を
断
念
し
、
大
戦
勃
発
ま
で

の
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
を
方
向
づ
け
た
と
し（（（
（

、
ま
た
Ｒ
・
ホ
フ
マ
ン
は
、「
一
九
〇
三
年
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

政
府
の
態
度
の
突
然
の
変
化
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
」（

（（
（

と
し
て
い
る
。
ホ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
九
年
に
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
政
府
が

バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
利
権
を
ド
イ
ツ
に
引
き
続
き
認
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
ト
ル
コ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
貿
易
上
の

支
配
に
対
す
る
深
刻
な
懸
念
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
論
は
鉄
道
計
画
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
も
大
い
に
利
益
と
な
る
も
の
と

考
え
て
い
た
が
、
一
九
〇
〇
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
第
二
次
艦
隊
法
の
成
立
、
ボ
ー
ア
戦
争
、
義
和
団
事
件
、
一
九
〇
二
年
の
英
独
に
よ

る
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
介
入
の
結
果
、
ド
イ
ツ
の
存
在
感
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
苛
立
ち
と
怒
り
が
高
ま
り
、
そ
れ
と
同
時
に
ド
イ
ツ
が
世

界
大
国
へ
の
危
険
な
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
と
い
う
意
識
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
な
か
で
強
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
バ
グ
ダ
ッ
ド

鉄
道
計
画
に
対
す
る
考
え
方
を
転
換
さ
せ
た（（（
（

。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
計
画
に
対
す
る
政
策
的
な
対
応
は
、
否
定
的
で
あ
り
続
け
る

は
ず
で
あ
り
、一
九
一
四
年
六
月
一
五
日
の
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
関
す
る
英
独
協
定
」
に
は
た
ど
り
着
け
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
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そ
の
後
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
計
画
に
つ
い
て
の
英
独
の
対
応
に
つ
い

て
触
れ
て
み
た
い
。

  

と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ツ
銀
行
は
一
九
〇
八
年
以
降
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄

道
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
を
働
き
か
け
る
動
き
を
展
開
し
た
。
そ
の

理
由
は
、
最
終
的
な
区
間
の
完
成
ま
で
に
か
か
る
資
金
問
題
に
加
え

て
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
延
長
が
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
と
な
っ
た

ク
ェ
ー
ト
と
深
く
関
係
し
て
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝

国
か
ら
の
支
配
か
ら
自
立
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
と
な
っ
た

ク
ェ
ー
ト
に
と
っ
て
は
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
延
長
は
、
将
来
的
に

ペ
ル
シ
ア
湾
ま
で
ア
ク
セ
ス
す
る
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
ク
ェ
ー
ト
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
完
成
を
妨
害

し
た
の
で
あ
る（（（
（

。
ド
イ
ツ
は
こ
う
し
た
地
政
学
的
な
観
点
か
ら
も
、

ク
ェ
ー
ト
の
保
護
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
鉄
道
建
設
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

一
九
〇
八
年
に
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
会
社
取
締
役
か
ら
ド
イ
ツ
銀
行

取
締
役
に
就
任
し
た
カ
ー
ル
・
ヘ
ル
フ
ェ
リ
ッ
ヒ
（K

arl H
elfferich

）

は
、
一
九
〇
八
年
と
一
九
一
一
年
に
ト
ル
コ
政
府
と
の
間
で
バ
グ

表4　バグダッド鉄道建設の進展状況

区　　間
距　離

（in km）
開設年月日

Konia ─ Bulgurlu
Bulgurlu ─ Ulukischla
Dorak ─ Jenidsche
Jenidsche ─ Mamure
Dadschu ─ Aleppo ＝ Dscherablus
Ulukischla ─ Karapunar
Toprakale ─ Alexandrette
Bagdad ─ Sumike
Dscherablus ─ Tell-Ebiad
Sumike ─ Istabulat ／ Istabulat ─ Samarra

200
38
18
97

203
53
59
62

100
57

1904 年 10 月 25 日
1911 年　7 月　1 日
1912 年　4 月 27 日
1912 年　4 月 27 日
1912 年 12 月 15 日
1912 年 12 月 21 日
1913 年 11 月　1 日
1914 年　6 月　2 日
1914 年　7 月 11 日
1914 年　8 月 27 日／
1914 年 10 月　7 日

 全　　長
計画距離

887
2,165

            出所：Mejcher（1975）, S.477.
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ダ
ッ
ド
鉄
道
の
延
長
に
関
す
る
二
つ
の
重
要
な
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
た
。
一
九
〇
八
年
六
月
二
日
の
協
定
はBulgurlu

か
ら

H
elif

ま
で
の
四
八
〇
キ
ロ
の
延
長
に
関
す
る
も
の
で
、
一
九
一
一
年
三
月
二
一
の
協
定
はH

elif

か
ら
バ
グ
ダ
ッ
ド
ま
で
六
〇
〇
キ
ロ
の

延
長
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
区
間
は
一
九
一
四
年
ま
で
に
完
成
し
な
か
っ
た
。
他
方
、
一
九
〇
九
年
、
ド
イ

ツ
銀
行
の
取
締
役
で
あ
っ
た
グ
ヴ
ィ
ン
ナ
ー
（A

rthur von Gw
inner

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
枢
密
院
議
員
の
カ
ッ
セ
ル
卿
に
対
し
て
、
バ
グ

ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
を
求
め
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
同
年
一
二
月
一
五
日
に
は
、
カ
ッ
セ
ル
卿
は
グ
ヴ
ィ
ン
ナ
ー

と
会
見
す
る
た
め
に
ベ
ル
リ
ン
を
訪
問
し
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
計
画
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
に
関
し
て
話
し
合
い
を
行
っ
た（（（
（

。
一
九
〇
九

年
に
は
そ
の
計
画
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
に
関
す
る
ド
イ
ツ
政
府
と
の
交
渉
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の（（（
（

、
ト
ル
コ
で
の
鉄
道
建
設
計
画

に
対
す
る
ド
イ
ツ
銀
行
の
取
組
み
は
、
一
九
〇
九
年
に
ド
イ
ツ
帝
国
の
宰
相
に
就
任
し
た
ベ
ー
ト
マ
ン
・
ホ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
の
政
策
の
も
と

で
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
政
策
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
将
来
的
な
軍
事
的
対
決
を
中
立
化
し
、
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
の
軍
事
同
盟
に
対
処
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

こ
の
よ
う
に
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
計
画
を
め
ぐ
っ
て
ド
イ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
へ
の
接
近
を
展
開
し
た
が
、
こ
の
成
果
が
一
九
一
一
年
に
設
立

さ
れ
た
ト
ル
コ
石
油
会
社
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
合
意
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
一
九
〇
九
年
夏
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ビ
ン

ト
ン
・
ス
ミ
ス
を
郵
政
大
臣
の
職
か
ら
ト
ル
コ
国
立
銀
行
の
総
裁
に
任
命
し
た
。
ロ
ビ
ン
ト
ン
・
ス
ミ
ス
の
任
命
は
、
青
年
ト
ル
コ
人
の

新
政
府
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
を
強
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
か
れ
の
長
期
間
の
在
職
中
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
力
と
ド
イ
ツ
銀
行
グ
ル
ー
プ
と
の
間
の
接
近
と
協
力
の
背
後
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
重
要
な
二
つ
の
要
求

が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
「
ペ
ル
シ
ア
湾
へ
の
拡
張
」
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
と
い
う

問
題
で
あ
る（（（
（

。
一
九
一
〇
年
秋
に
ト
ル
コ
国
立
銀
行
は
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
グ
ヴ
ィ
ン
ナ
ー
と
ア
ナ
ト
リ
ア
鉄
道
会
社
に
対
し
て
、「
五
万
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バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
と
石
油
資
源
（
星
野
）

ポ
ン
ド
の
資
本
で
小
さ
な
ト
ル
コ
石
油
会
社
」
を
設
立
す
る
提
案
を
行
っ
た
。
ト
ル
コ
国
立
銀
行
の
提
案
は
、国
立
銀
行
が
こ
の
会
社
で
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
石
油
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
利
用
し
、
二
五
％
で
参
加
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
一
一
年
一
月

に
、
ロ
ン
ド
ン
で
ト
ル
コ
石
油
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

ス
ル
タ
ン
の
官
吏
は
、
ド
イ
ツ
銀
行
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
青
年
ト
ル
コ
体
制
は
、
ド
イ
ツ
銀
行
に

接
近
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
み
せ
、
そ
の
結
果
、
銀
行
の
権
利
と
権
原
は
保
証
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
ド
イ
ツ
銀
行
の
グ
ヴ
ィ
ン
ナ
ー
は

最
終
的
に
、
ド
イ
ツ
銀
行
が
二
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
承
認
を
求
め
て
い
て
、
そ
れ
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
調

査
の
た
め
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
伝
え
た
。
一
九
一
二
年
五
月
、
ド
イ
ツ
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
石
油
事
業
に
お
け
る
共
通
の
行
動
に
関

し
て
バ
ビ
ン
ト
ン
・
ス
ミ
ス
と
の
合
意
を
み
た
。
グ
ヴ
ィ
ン
ナ
ー
が
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
た
の
は
、「
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
会
社
は
当
然
、

こ
の
地
下
資
源
が
開
発
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
市
場
は
そ
の
石
油
企
業
の
資
金
調
達
の
た
め
に
相
応
し
い
市
場
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た（（（
（

。

ト
ル
コ
石
油
会
社
の
バ
ビ
ン
ト
ン
・
ス
ミ
ス
と
ド
イ
ツ
銀
行
の
代
理
人
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
ク
リ
ー
ム
ケ
は
、
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
三

日
に
協
定
に
調
印
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
本
質
的
に
以
下
の
四
点
で
あ
っ
た（（（
（

。

①
ド
イ
ツ
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
埋
蔵
に
関
し
て
主
張
し
て
い
た
す
べ
て
の
権
利
と
利
益
の
譲
渡
。

②
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
石
油
埋
蔵
に
関
連
し
て
自
由
に
利
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
情
報
、
研
究
、
報
告
、
地
図
の
譲
渡
。

③
グ
ル
ー
プ
（
ド
イ
ツ
銀
行
）
は
ト
ル
コ
石
油
会
社
の
委
任
と
意
図
に
沿
っ
て
の
み
ト
ル
コ
政
府
と
の
交
渉
を
行
う
。

④
グ
ル
ー
プ
（
ド
イ
ツ
銀
行
）
の
権
利
、
利
益
、
書
類
は
、
協
定
が
調
印
さ
れ
た
後
に
即
刻
譲
渡
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
側
に
と
っ
て
こ
の
協
定
書
は
事
業
推
進
の
た
め
の
基
礎
で
あ
っ
た
が
、
ト
ル
コ
石
油
会
社
の
株
式
資
本
の
残
り
の
七
五
％
を
イ
ギ
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リ
ス
内
部
で
配
分
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
の
国
内
対
立
は
、
激
し
く
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
面
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
銀
行
は

こ
の
結
果
に
満
足
し
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
銀
行
が
こ
れ
ま
で
獲
得
し
て
き
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
埋
蔵
に
関
す
る
権
利
や
資
料
な
ど
を

ト
ル
コ
石
油
会
社
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ト
ル
コ
石
油
会
社
の
株
式
保
有
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
一
九
一
四
年
三
月
一
九
日
に
打
開
策
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
当
時
、「
外
務
省

協
定
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
定
の
調
印
者
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
政
府
の
キ
ュ
ー
ル
マ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
ク
ロ
ウ
卿
、

ト
ル
コ
国
立
銀
行
の
バ
ビ
ン
ト
ン
・
ス
ミ
ス
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
石
油
の
デ
タ
ー
リ
ン
グ
と
サ
ミ
ュ
エ
ル
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
バ
ー
グ

マ
ン
、
そ
し
て
ダ
ー
シ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
グ
リ
ー
ン
ウ
エ
イ
と
バ
ー
ン
ズ
で
あ
っ
た（（（
（

。
ロ
ン
ド
ン
で
調
印
さ
れ
た
こ
の
協
定
は
、
よ
り
公

式
に
は
「
ダ
ー
シ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
ト
ル
コ
石
油
会
社
に
よ
る
ト
ル
コ
石
油
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
利
益
の
統
合
の
た
め
の
協
定
」

で
あ
り
、
こ
の
な
か
で
最
終
的
に
、
ト
ル
コ
石
油
会
社
の
株
を
、
ダ
ー
シ
ー
・
グ
ル
ー
プ
が
五
〇
％
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
石
油
会
社

と
ド
イ
ツ
銀
行
が
そ
れ
ぞ
れ
二
五
％
保
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た（（（
（

。

ド
イ
ツ
の
政
策
を
推
進
し
た
ベ
ー
ト
マ
ン
・
ホ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
の
顧
問
で
大
使
館
参
事
官
の
キ
ュ
ー
ル
マ
ン
は
、
公
的
に
支
援
し
な
が
ら

ト
ル
コ
石
油
会
社
の
問
題
に
か
か
わ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
政
策
は
明
ら
か
に
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
と
そ
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
位
置
を

め
ぐ
る
交
渉
に
お
け
る
そ
の
立
場
を
改
善
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
前
進
的
な
努
力
を
支
援
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
覆
い
隠
し
て
き

た
（
（（
（

。
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
銀
行
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
間
の
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
継
続
的
な
交
渉
の
結

果
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た（（（
（

。
こ
こ
で
ド
イ
ツ
銀
行
は
、
ト
ル
コ
石
油
会
社
に
お
け
る
そ
の
位
置
に
と
っ
て
、
そ
し
て
バ
グ

ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
の
確
実
な
進
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
追
加
条
件
と
枠
組
条
件
を
交
渉
し
て
決
め
た
の
で
あ
る（（（
（

。

ド
イ
ツ
銀
行
は
一
九
一
二
年
以
来
、
そ
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
石
油
計
画
を
ト
ル
コ
石
油
会
社
に
移
す
一
方
、
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
双
方
の
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バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
と
石
油
資
源
（
星
野
）

外
交
官
は
国
家
の
全
協
定
、
包
括
的
な
契
約
に
つ
い
て
交
渉
し
た
。
そ
れ
は
一
九
一
四
年
六
月
一
五
日
の
い
わ
ゆ
る
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
平

和
」
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
の
終
点
を
ペ
ル
シ
ア
湾
に
す
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
古
い
論
争
を
調
整
す
る
と
い
う

両
国
間
の
も
っ
と
も
重
要
で
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
注
目
す
べ
き
公
文
書
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
両
国
の
長

期
に
わ
た
る
複
雑
で
消
耗
す
る
探
り
合
い
と
交
渉
の
結
果
と
し
て
の
英
独
間
の
「
協
調
政
策V

erständigungpolitik

」
の
本
質
が
横
た

わ
っ
て
い
た（（（
（

。

す
な
わ
ち
、
世
界
大
戦
開
始
前
の
わ
ず
か
数
週
間
に
英
独
間
で
そ
の
帝
国
主
義
的
な
妥
協
を
見
出
し
た
論
点
は
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
で

あ
り
、
と
く
に
イ
ラ
ク
に
お
け
る
延
長
、
全
体
と
し
て
の
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
」、
す
な
わ
ち
支
線
と
接
続
線
の
建
設
、
湾
岸
へ
の
出
口

に
関
す
る
支
配
、
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
で
の
航
行
、
そ
し
て
バ
グ
ダ
ッ
ド
と
バ
ス
ラ
に
お
け
る
港
の
建
設
で
あ
っ
た（（（
（

。

ア
イ
ヒ
ホ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
四
年
六
月
一
五
日
の
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
関
す
る
英
独
協
定
」（

（（
（

を
可
能
に
し
た
の
は
、
ま
さ
に

こ
れ
ら
の
協
定
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
三
日
と
一
九
一
四
年
三
月
一
九
日
の
ト
ル
コ
石
油
会
社
と
ド
イ
ツ
銀
行
の

間
の
協
定
は
、
私
企
業
の
石
油
利
害
関
係
者
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
延
長
線
上
に
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
関
す
る
英
独

協
定
」
が
存
在
す
る
。
ド
イ
ツ
の
二
人
の
交
渉
人
で
あ
る
リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
キ
ュ
ー
ル
マ
ン
が
、
協
定
の
成
立
の
間
、
グ
ヴ
ィ
ン
ナ
ー

と
他
の
企
業
家
た
と
え
ば
ハ
パ
グ
（H

apag

）
と
相
談
し
て
い
る
こ
と
は
、
文
書
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
Ｍ
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
外
務
大
臣
グ
レ
イ
と
ド
イ
ツ
大
使
の
リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
こ
の
英
独
協
定
が
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国

に
お
け
る
二
つ
の
大
国
の
利
害
に
関
す
る
公
平
で
均
衡
の
と
れ
た
交
渉
が
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る（（（
（

。

そ
し
て
一
九
一
四
年
六
月
一
五
日
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
関
す
る
協
定
は
、
第
一
条
と
第
二
条
に
、
鉄
道
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
応

諾
、
建
設
、
経
営
を
決
し
て
妨
害
し
な
い
こ
と
を
含
ん
で
い
る
が
、
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
意
を
酌
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
人
二
名
が
鉄
道
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評
議
会
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
株
主
の
代
表
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
る
。
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
会
社
は
鉄
道
の
終
点
を

バ
ス
ラ
ま
で
と
し
、
ペ
ル
シ
ア
湾
ま
で
の
路
線
を
建
設
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ペ
ル
シ
ア
湾
を
終
点
と
す
る
こ
と
を
放
棄
す
る
。
イ
ギ
リ

ス
側
の
要
求
は
、
バ
ス
ラ
ま
で
の
鉄
道
を
建
設
す
る
か
、
あ
る
い
は
ペ
ル
シ
ア
湾
ま
で
の
路
線
を
建
設
す
る
場
合
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
管
理

下
に
置
か
れ
る
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。
バ
グ
ダ
ッ
ド
と
バ
ス
ラ
の
港
は
、
鉄
道
会
社
自
体
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

イ
ギ
リ
ス
が
四
〇
％
出
資
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
る
会
社
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
。
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
航
行
の
独
占
は
イ

ギ
リ
ス
が
握
り
、
当
該
会
社
へ
の
ド
イ
ツ
の
参
加
は
二
〇
％
と
す
る
（
第
四
条
と
第
五
条
（
（（
（

）。
二
つ
の
河
川
交
通
の
協
定
に
よ
っ
て
、
イ
ギ

リ
ス
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
の
開
発
と
搬
出
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
水
路
の
完
全
な
自
由
使
用
を
確
保
し
た
。
そ
れ
ら
の
協
定
は

「
航
行
自
由
」
を
制
限
し
、
敵
対
し
た
場
合
に
は
文
字
通
り
ド
イ
ツ
の
水
路
を
断
つ
も
の
で
あ
る
が
、
他
面
に
お
い
て
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄

道
自
体
を
守
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
協
定
文
書
に
署
名
し
た
の
は
、
外
務
大
臣
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
レ
イ
と
ド
イ
ツ
大
使
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
・
リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
で

あ
っ
た
が
、
批
准
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
協
定
は
そ
の
直
後
の
大
戦
勃
発
と
と
も
に
消
滅
し
た
。
ド
イ
ツ
側
か
ら
は
グ
ヴ
ィ
ン
ナ
ー
、

ヘ
ル
フ
ェ
リ
ッ
ヒ
と
親
密
な
関
係
を
も
つ
キ
ュ
ー
ル
マ
ン
が
こ
の
公
文
書
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た（（（
（

。

お
わ
り
に

第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
時
期
は
、
世
界
の
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
石
炭
か
ら
石
油
に
転
換
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
ド

イ
ツ
の
帝
国
主
義
的
政
策
と
軍
事
的
拡
大
政
策
に
お
い
て
ド
イ
ツ
が
覇
権
国
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
挑
戦
す
る
と
い
う
図
式
の
な
か
で
、
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す
で
に
帝
国
主
義
的
な
進
出
を
果
た
し
、
植
民
地
を
獲
得
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
後
発
国
と
し
て
、
海
外
に
市
場
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
求
め
て
進
出
を
は
か
っ
た
。
こ
の
際
の
重
要
な
戦
略
が
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
計
画
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
の
確

保
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
は
こ
の
戦
略
を
単
独
で
進
め
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
接
近
を
試
み
、
最
終
的
に
は

成
功
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
英
独
両
国
の
「
協
調
政
策
」
は
破
綻
し
た
。
他
方
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
は
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
と
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
を
実
質
的
に
政
府
の
統
制
下
に
置
き
、
戦
争
時
に
お
け
る
石
油
の
確

保
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
仕
掛
け
ら
れ
た
策
略
の
結
果
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
偶
然
の
結
果
で
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
の
原
因
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
資
料
を
見
る
限
り
、

イ
ギ
リ
ス
の
外
務
省
と
ド
イ
ツ
政
府
と
の
間
で
粘
り
強
い
交
渉
が
一
九
一
四
年
六
月
一
五
日
の
英
独
協
定
締
結
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
建
設
問
題
は
両
国
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
外
交
案
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
石
油
資
源
問
題
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
戦
争
時
に
お
け
る
石
油
の
戦
略
的

な
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
各
国
は
石
油
産
業
を
国
有
化
し
て
い
っ
た（（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
石
油
が
戦
争
時
に
お
け

る
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
帝
国
主
義
的
な
拡
大
を
め
ざ
す
大
国
に
と
っ
て
は
そ
の
獲
得
が
重
要
な
戦
略
の
一

つ
に
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
略
の
重
要
性
は
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
現
代
の
イ
ラ
ク
戦
争
ま
で
続
き
、
現
在
の
中
東
の

混
乱
状
況
を
招
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

（
1
）M

. Y
ilm

azata, D
ie Bagdadbahn Shienen zur W

eltm
acht,T

ectum
 V

erlag,2013, SS. 15

─6

［
以
下Y

ilm
azata

（2013

）］.

（
2
）S. Longrigg, O

il in the M
iddle E

ast, O
xford U

niversity Press, 1954, pp. 13

─14

［
以
下Longrigg

（1954

）］.

（
3
）M

. K
ent, O

il and E
m

pire, T
he M

acm
illan Press, 1976, p. 16

［
以
下K

ent
（1976

）］.
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（
4
）
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
石
油
の
資
源
を
め
ぐ
る
大
国
間
の
政
策
に
関
し
て
は
、E.M

. Friedw
ald, O

il and W
ar, T

ranslated from
 

the French by Law
rence W

olfe, W
illiam

 H
einem

annq Ltd. 1941

を
参
照
。

（
5
）
イ
ラ
ク
戦
争
と
石
油
に
関
し
て
は
、
星
野
智
『
国
民
国
家
と
帝
国
の
間
』
世
界
書
院
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）A

. M
ohr, T

he O
il W

ar, H
yperion Press, 1926, p. 77

［
以
下M

ohr

（1926

）］.

（
7
）
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
の
研
究
と
し
て
は
、G. Schöllgen, Im

perialism
us und G

leichgew
icht, R. O

ldenbourg V
erlag, 2000, SS. 163

─

176

［
以
下Schöllgen

（2000

）］, D
. Eichholz, D

ie Bagdadbahn, M
esopotam

ien und die deusche Ö
lpolitik bis 1918, Leipziger 

U
niversitätverlag, 2007

［
以
下Eichholz

（2007

）］, H
. Lem

ke, D
ie Erdölinteressen der D

eutschen Bank in M
esopotam

ien in 
den Jahren 1903

─1911, in: Jahrbuch für G
eschichte, Bd. 24, Berlin 1981

［
以
下Lem

ke

（1981

）］
な
ど
を
参
照
。
ま
た
資
料
と
し
て

は
、British D

ocum
ents on the O

rigins of the W
ar, 1898

─1914, （Eds.

）, G.P. Gooch and H
arold T

em
perly, London, 1938

［
以

下British D
ocum

ents on the O
rigins of the W

ar

（1938

）］
お
よ
びBritish D

ocum
ents on Foreign A

ffairs:R
eports and Papers 

from
 the Foreign O

ffi
ce Confidential Print, Series B, T

he N
ear and M

iddle E
ast, 1856

─1914, V
ol. 18, A

rabia, the Gulf 
and the Bagdad Railw

ay, 1907
─1914, U

niversity Publications of A
m

erica, 1985, p. 370

［
以
下British D

ocum
ent on Foreign 

A
ffairs

（1985

）］
な
ど
を
参
照
。

（
8
）W

. Engdahl, A
 Century of W

ar, A
nglo–A

m
erican O

il Politics and the N
ew

 W
orld O

rder, Pluto Press, 1992, p. 22

［
以
下

Engdahl

（1992

）］.  

尚
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
を
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
へ
の
ド
イ
ツ
の
経
済
的
影
響
力
の
手
段
と
し
て
捉
え
る
見
解
と
し
て
、
以

下
を
参
照
。K

arl H
erm

ann M
üller, D

ie w
irtschaftliche Bedeutung der Bagdadbahn, H

am
burg, 1917, V

 Y
ilm

azata

（2013

）, 
S. 66, H

elm
ut M

ejcher, D
ie Bagdadbahn als Instrum

ent deutschen w
irtschaftlichen Einfusses im

 O
sm

annischen Reich, 
in: G

eschichte und G
esellschaft, Zeitschrift für H

istorische Sozialw
issenschaft, 1. Jahrgang 1975/H

eft4, SS. 447

─481

［
以
下

M
ajcher

（1975

）］.

（
9
）K
ent

（1976

）, p. 16. 

（
10
）Schöllgen

（2000

）, SS. 163

─176.

尚
、
キ
ュ
ー
ル
マ
ン
と
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
英
独
関
係
に
つ
い
て
は
、G. Schöllgen

の
以
下
の
論
文

も
参
照
。Richard von K

ühlm
ann und das D

eutsch-Englische V
erhältnis 1912

─14, in: H
istorische Zeitschrift, Bd. 230, 1980, 

SS. 293

─337.
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石
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）

（
11
）Eichholz

（2007

）, S. 16.  

尚
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
銀
行
の
石
油
の
利
害
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。H

einz Lem
ke

（1981

）, 
SS. 41

─72.
（
12
）
こ
の
「
ツ
ァ
ン
ダ
ー
契
約
」
の
全
文
に
つ
い
て
は
、Eichholz

（2007

）, pp. 81

─82

お
よ
びK

ent

（1976

）, p. 161

─2 

を
参
照
。
こ
の

一
九
〇
三
年
の
契
約
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
見
方
に
つ
い
て
は
、H

.F.B. Lynch, T
he Bagdad Railw

ay: T
he N

ew
 Convention, in: 

Fortnightly R
eview

, V
ol. LX

X
X

IX
, 1911, pp. 771

─780 

を
参
照
。

（
13
）Eichholz
（2007

）, S.22.

（
14
）K

ent

（1976
）, p. 19.

（
15
）K

ent

（1976

）, p. 19.

（
16
）K

ent

（1976

）, p. 22.

（
17
）A

. Zischka, Ö
lkrieg, Leipzig, 1939, S. 288

［
以
下Zischka

（1939

）］.

（
18
）Zischka

（1939

）, S. 289.

（
19
）M

ohr

（1926

）, p. 78.

（
20
）M

ohr

（1926

）, p. 79.

（
21
）M

ohr

（1926

）, p. 80.

（
22
）M

ohr

（1926

）, p. 80.

（
23
）
Ｄ
・
ヤ
ー
ギ
ン
『
石
油
の
世
紀
（
上
）』
日
高
義
樹
・
持
田
直
武
共
訳
、
日
本
放
送
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
二
五
五
頁
。

（
24
）R

ecords by A
dm

iral of the Fleet, Lord Fischer, H
ardpress Publishing, 2013, pp. 194

─7

［
以
下Fisher

（2013

）］.

（
25
）M

ohr

（1926

）, p. 113.

（
26
）W

inston Churchill, T
he W

orld Crisis 1911

─1914, RosettaBooks, 1923.

（
27
）M
. Jack, T

he Purchase of the British Governm
ent’ Shares in the British Petroeum

 Com
pany 1912

─1914, in: Past and 
Present, N

r. 39, 1968, p. 149.

（
28
）M

ohr

（1926

）, p. 119. Fisher

（2013

）, p. 194. 

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
卿
の
発
言
に
はR

ecords

で
は
、「
ス
ピ
ー
ド
が
す
べ
て
で
あ
る
」
と
い
う

発
言
の
他
に
「
競
技
で
は
一
番
が
万
事
で
あ
る
」（T

o be first in the race is everything.

）
と
い
う
発
言
も
あ
る
（p. 198

）。
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（
29
）M

ohr

（1926

）, p. 122.
（
30
）K

ent

（1976

）, p. 48.
（
31
）M

ohr

（1926

）, p. 129f.

（
32
）K

ent
（1976

）, p. 48.

（
33
）M

. K
ent

は
、
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
協
定
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
重
要
な
産
業
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
統
制

の
事
例
と
し
て
、
ア
ン
グ
ロ
・
ペ
ル
シ
ア
石
油
協
定
は
独
特
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
政
策
の
逸
脱
と
し
て
記
さ
れ
う
る
。」（M

oguls and 
M

andarins:O
il, Im

perialism
 and M

iddle E
ast in British Foreign Policy 1900

─1940, Routledge, 1993, p. 59.

）

（
34
）K

ent

（1976

）, p. 49.

（
35
）L. U

lrich, D
ie A

nglo Persian O
il Com

pany, Lim
ited, D

ie Entstehung der Gesellschaft, in: B. H
arm

s

（H
erg.

）, W
eltw

irtschaftliches 
A

rchiv, Bd. 15, 1920, S. 76
［
以
下U

lrich

（1920

）］.

（
36
）M

ohr

（1926

）, p. 131. U
lrich

（1920

）, S. 77.

（
37
）K

ent

（1976

）, p. 49.

（
38
）
Ｆ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
『
世
界
強
国
へ
の
道
Ⅰ
』
村
瀬
興
雄
監
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
三
七
頁
。

（
39
）M

eybelle K
.Chapm

an, G
reat Britain and the Bagdad R

ailw
ay, 1888

─1914, Sm
ith College Studies in H

istory, 1948, p. 204

［
以
下Chapm

an

（1948

）］.  

こ
の
よ
う
な
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
問
題
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
の
展
開
に
関
し
て
、
Ｍ
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
三

つ
の
時
期
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
（Chapm

an

（1948
）, pp. 204

─5

）。
第
一
期
は
、
一
八
八
八
年
か
ら
一
九
〇
三
年
ま
で
の
時
期
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
融
資
家
が
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
計
画
に
参
加
し
よ
う
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
第
二
期
は
、
一
九
〇
三
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
か
け
て
イ
ギ

リ
ス
が
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
計
画
を
妨
害
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
、
ト
ル
コ
と
の
交
渉
に
お
い
て
建
設
の
た
め
の
収
入
の
確
保
を
妨
害
し
て
い

た
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
期
は
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
四
年
の
交
渉
と
和
解
の
時
期
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
一
三
年
に
オ
ス
マ
ン
ト
ル

コ
帝
国
と
の
包
括
的
な
協
定
に
成
功
し
た
時
期
で
あ
る
。
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
、
一
九
一
一
年
の
露
独
間
の
ポ
ツ
ダ
ム
協
定
が
イ
ギ
リ
ス
の
バ
グ

ダ
ッ
ド
鉄
道
の
第
二
期
の
終
焉
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
40
）Engdahl

（1992

）, p. 24.

（
41
）Engdahl

（1992

）, p. 24.
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バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
と
石
油
資
源
（
星
野
）

（
42
）Chapm

an

（1948

）, Ross J.H
offm

an, G
reat Britain and the G

erm
an T

rade R
ivalry 1875

─1914, Garland Publishing, Inc. 
1983

［
以
下H

offm
an

（1983

）］.
（
43
）Chapm

an

（1948

）, p. 38.

（
44
）H

offm
an

（1983

）, p. 145. H
offm

an

に
よ
れ
ば
、当
時
の
バ
ル
フ
ォ
ア
首
相
と
外
相
の
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
卿
は
、イ
ギ
リ
ス
が
建
設
、資
材
の
供
給
、

経
営
の
面
で
参
加
で
き
れ
ば
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
は
反
対
し
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
45
）H

offm
an

（1983

）, pp. 143

─4.

（
46
）Engdahl
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）, p. 25.

（
47
）Eichholz

（2007
）, S. 38.  

一
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〇
八
年
九
月
の
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の
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ン
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ッ
シ
ョ
ン
に
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て
、
一
九
〇
九
年
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
覚
書
は
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
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社
は
一
九
〇
八
年
六
月
の
ト
ル
コ
政
府
と
の
協
定
に
よ
っ
て
、
鉄
道
がBoulgourlow

ま
で
延

長
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
キ
ロ
当
た
り
の
保
証
を
与
え
る
た
め
に
、権
利
譲
渡
に
伴
う
収
入
の
黒
字
分
に
関
す
る
先
取
特
権
を
獲
得
し
た
。」（British 

D
ocum

ent on Foreign A
ffairs （1985

）, p. 370

）

（
48
）British D

ocum
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（
49
）British D

ocum
ent on Foreign A

ffairs （1985

）, p. 380.

（
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）Eichholz

（2007

）, S. 44.
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）Eichholz

（2007

）, S. 46.
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52
）Eichholz

（2007
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（
53
）Eichholz

（2007
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（
54
）K

ent
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）, p. 92.

（
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）British D

ocum
ents on the O

rigins of the W
ar （1938

）, p. 345.

（
56
）Eichholz

（2007

）, S. 52.
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57
）
一
九
一
四
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六
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一
五
日
の
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
関
す
る
英
独
協
定
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に
至
る
交
渉
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経
過
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つ
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て
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ocum
ents on the 

O
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─419

お
よ
びChapm

an
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）, pp. 168
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を
参
照
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）Eichholz

（2007
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四
九
八

（
59
）Eichholz

（2007

）, S. 59.
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こ
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─402
を
参
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こ
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協
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）。
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